
 
 
 
 
 

 学校全体が美術館に！ 展覧会の御参観ありがとうございました！  
副校長 後藤 大輔 

 

先日の展覧会には、多くの方に御参観いただき、ありがとうございました。御参観いただいた保

護者や地域の方々からは、たくさんの励みになる御感想をいただきました。表題の「学校全体が美

術館に」という言葉も、保護者の感想から寄せられた言葉です。 

その言葉の通り、展覧会では体育館だけではなく、正門や東門を入ってからのプロムナードやそ

の脇の花壇、昇降口のガラスや体育館への通路、プールの壁面まで使って作品を展示いたしました。

まさに学校全体が美術館に大変身した二日間でした。 

次のような感想も寄せられています。 

「学校の門を入ってから校舎に入るまでの道にあるたくさんの作品が、いつもの学校と違う特別な

空気が流れていて、歩いているだけでワクワクしました。」 

「作品の一つ一つが力作で、子供たちが楽しそうに作品を作っている姿が目に浮かびました。」 

「時間が足りないよ～と思いながら皆、制作したんだろうなと感じる作品ばかりでした。」 

「作品を持ち帰る子供たちの顔が笑顔いっぱいでよかったです。」 

 展覧会は学芸会や音楽会とは違い、当日に子供たちが発表する場面はありません。しかし、展示

される作品一つ一つには子供の思いが表現され、個性が発揮されています。また、制作の過程や、

展覧会の展示を鑑賞することを通して様々なことを感じたり発見したりして学んでいきます。表現

の手法こそ違いますが、どの行事も子供たちとって大切な学びの場であり、成長の場です。そのこ

とを感じていただければ、という思いで行った展覧会でもありました。 

また、今回の展覧会は本校開校３０周年記念として実施し、関連する作品も展示いたしました。 

その一つが『おいわいフラワーガーデン』です。この作品は、ハートの形に一つのふくらみが増え

たような形をしているお花に、３０周年のお祝いの気持ちを込めた絵や言葉をかいて光っ子の気持

ちを表した作品です。花の形の膨らみの一つは１０年間を表し、三つの膨らみがつながって３０周

年となります。この花に６年生からは光八小のよさや下級生へのメッセージが書かれていました。 

「光っ子、ひとりひとりがみんな優しい だから仲良し」 

「下級生にやさしく おだやかな学校にしてください」 

「仲間を大切にする最高の八小にしてください」 

このように６年生が感じる本校のよさを、これからも大切にしていきたいと思います。 

 さて、平成としての最後の一年がもうすぐ終わろうとしています。平成元年に開校した本校は、

次年度３０周年を迎えます。これまでの本校のよき伝統を受け継ぎながら、新たな時代と共にさら

に発展させ、光っ子一人一人の笑顔が溢れる学校となるよう教育活動を進めて参ります。 

来年も本校の教育への御理解と御協力をよろしくお願いします。 
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1 月 前 半 の 予 定 

 

冬 休 み 中 の 予 定 

 

 

 

１月 ８日（火）３学期始業式、集団登校、給食始、午前授業 

     ９日（水）集団登校、身体測定（１、２） 

    １０日（木）集団登校､光っ子活動、身体測定(３、４)､委員会活動 

１１日（金）集団登校、安全指導、身体測定（５、６）、 

    １２日（土）土曜授業、校内書きぞめ展始、むつみ会交流(１、２) 

PTA安全パトロール、PTA運営委 

    １５日（火）社会科見学（４）、身体測定(わかば) 

○年末・年始は学校へは入れません。（１２月２９日～１月３日の期間は機械警備となります。） 

校庭等も使用できませんので、よろしくお願いします。１２月２６～２８日、１月４、７日は、 

日直の教員がおりますので（８：１５～１６：４５）、用事がある時はいずれかの日に御来校く

ださい。 

○校庭開放は、１２月２６～２８日、１月４～７日に実施します。時間は、午後１時から４時まで

です。（土日祝日はスポーツ団体も校庭を使用しています。） 

※配布した「寒さに負けず 楽しい冬休みを」を親子で確認していただき、事故や病気等のない、 

楽しい冬休みをお過ごしください。   

｢食育｣－保健・給食委員会の取り組み 

養護教諭 藤並 智美  

 食は、体を作ります。健康に欠かせません。食の大切さに取り組もうと今年度、保健委員会が

保健・給食委員会になりました。その日のメニューと栄養素を昇降口に掲示しています。 

５月には、給食の時間に各学級に委員会の児童が行き、「食器の置き方」について説明しまし

た。「ごはん茶碗が左側、汁椀が右側」と提示物を見せ、目の前の食器を確認してもらいました。 

 １２月の委員会発表では、「給食について」を発表しました。給食室の方へのインタビューで

は、皆さんの健康を考え、心を込めて丁寧に作っていることがわかりました。児童の健康を支え

るため、給食室は努力しています。バランスのとれた食事をおいしく残さず食べて欲しいと思い

ます。 

 平成２５年１２月、「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録されました。無形なので引き継

がれなければなくなってしまいます。日本の文化として子供たちが、家庭で、給食で、和食に触

れ、親しんでいってくれることを願っています。 


